
MARTIN OMAN  ¦  秋田の聖母 1

秋田の聖母

マリア、沈黙、回心、そして世界のための涙

MARTIN OMAN

本稿は、すでに公に入手できる資料に基づく個人的な黙想である。

背景

この文章は、恵みとして与えられた一つの機会から生まれた。それは、2026年9月20日（日）22時から9月24

日（木）9時まで、聖体奉仕会の聖堂で84時間にわたり静修する機会であった。

この四日間は、深い沈黙を体験する時間となった。沈黙は、日々の喧騒からしばし立ち止まり、心の声に耳

を傾け、神のことばを黙想し、祈り、神の前で人生の歩みを振り返る場となった。

黙想は祈りの庭でも行われ、シスター方とともに毎日のミサに参加することを通しても深められた。簡素で、

人目につかず、祈りに励む彼女たちの生活は、召命への忠実さを証ししていた。

この沈黙の場から、秋田の聖母についての黙想が再び生まれた。秋田は、過去の日本で起きた霊的な出来事

としてだけでなく、現代の人間の生き方を見つめ直し、未来への希望を育む招きとして受け止められる。

過去は、敬意と慎重さをもって記憶すべき出来事を思い起こさせる。現在は、祈り、回心、償い、ロザリオ、

エウカリスチア、そして沈黙を黙想するよう招く。未来は、人間の心が変えられるという希望を開く。

この黙想から生まれる希望は、何か extraordinary な出来事が起こることへの期待ではない。むしろ、人間が

再び耳を傾け、回心し、愛し、赦し、奉仕することができるようになる希望である。

この内的な歩みは、次のようにまとめられる。

沈黙から黙想へ、

黙想から祈りへ、

祈りから回心へ、

回心から新しいいのちへ、

そして新しいいのちからキリストへ。

Per Mariam ad Iesum. ̶ マリアを通してイエスへ。

聖体奉仕会 2026年9月20日（日）22:00 ー 2026年9月24日（木）09:00

要旨

秋田の聖母は、20世紀の日本のカトリック教会において知られる霊的な出来事の一つである。この出来事は、

秋田市湯沢台におけるアグネス・笹川カツ子修道女の体験、および聖体奉仕会の共同体と関係している。
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1973年に注目され始めた一連の出来事には、メッセージを聞いたという体験や、聖母マリア像に関する現象、

なかでも涙が流れたことが含まれる。

これらの出来事は、その後、教会による調査と識別の対象となった。1984年、当時の新潟教区長ジョン・庄

次郎・伊藤司教は、これらの出来事の超自然的性格を司牧的に認め、教区内で秋田の聖母への崇敬を許可し

た。

秋田は、超常的な現象や災害についての物語として理解する必要はない。私的啓示に関わる出来事として、

秋田はキリストにおいてすでに与えられた信仰の遺産に何か新しいものを付け加えるものではない。

黙想できる主題には、回心、祈り、償い、ロザリオ、エウカリスチア、苦しみ、沈黙、神のことばに耳を傾

けること、そしてキリストに立ち帰ることがある。

キーワード：秋田の聖母、マリア、沈黙、回心、祈り、ロザリオ、エウカリスチア、償い、観想、キリスト。

1. はじめに

秋田は、日本の20世紀後半に起きた霊的な出来事との関わりで知られる場所である。この出来事は、聖体奉

仕会の共同体とアグネス・笹川カツ子修道女の体験に関係している。

教会の生活において、公的啓示と私的啓示は区別される。公的啓示はイエス・キリストにおいて完成した。

私的啓示は、聖書、聖伝、秘跡、あるいは信仰の教えに取って代わるものではない。

したがって、大切な問いは、何か特別なことが起きたかどうかだけではなく、それが人間の心に何を語りか

けようとしているのか、ということである。

秋田は、回心、祈り、償い、エウカリスチア、ロザリオ、苦しみ、沈黙、そして何よりもキリストに立ち帰

ることへと人々の心を向ける。

2. 秋田 ̶ 日本で起きた出来事

1973年、アグネス修道女は秋田市湯沢台の修道共同体にいた。1973年7月6日、彼女は聖母マリア像に関係す

るメッセージを聞いた体験を報告した。

その後の経過において、その像に関係する現象、とりわけ涙が流れたことも報告された。

これらの出来事は、教会の関心と調査の対象となった。特別な現象が起きたというだけで、その霊的意味が

自動的に決まるわけではない。慎重な識別と判断が必要である。

秋田は、単に一つの像についての物語として理解されるべきではない。より深い関心は、回心し、祈り、償

いを行い、キリストに立ち帰るようにとの呼びかけに向けられている。

3. アグネス修道女と「聞く」という体験

秋田の物語における重要な側面の一つは、「聞く」という体験である。

聖書は私たちに思い起こさせる。

「聞く耳のある者は聞きなさい。」¹

聞くことは、単なる身体的な働きではない。霊的生活において、聞くことはみことばに心を開くことを意味

する。
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現代人の周囲には、メディア、テクノロジー、ニュース、会話、仕事の要求、さまざまな意見など、多くの

声がある。しかし、声が多くなれば、必ず知恵も増えるというわけではない。

何が最も大切なのかを再び聞き取るために、人間には沈黙が必要な時がある。

4. 秋田の主なメッセージ

4.1 回心

回心は、秋田のメッセージにおける重要な主題の一つである。

イエスご自身、宣教を次の呼びかけで始められた。

「時は満ち、神の国は近づいた。悔い改めて福音を信じなさい。」²

回心は、単に罪悪感を抱くことではない。回心とは、生き方の方向を変えることである。神から遠ざかる歩

みをやめ、再び神へと人生を向けることである。

回心とは、心、生き方、隣人への接し方、そして神の見方が変わることである。

4.2 祈りと償い

もう一つの主題は、祈りと償いである。

償いは、神の赦しを買うことではない。神の恵みは買うことができない。償いは、神の前に立つ人間の愛と

責任の表れである。

教会、家族、苦しむ人々、そして世界のために祈ることは、人間の生活を神の前に携えていくことである。

祈りは世界からの逃避ではない。むしろ、より深い愛を心に抱いて世界へ戻るための道となりうる。

5. マリアの涙

秋田の物語において報告された現象の一つは、聖母マリア像から涙が流れたことである。

より深い問いは、なぜ像が涙を流したのかということだけではない。人間が、苦しみと罪を改めて見つめる

ことを学ぶ必要があるのはなぜか、という問いである。

涙は人間の言葉である。人は、失うとき、傷つくとき、愛するとき、苦しむとき、あるいは他者の苦しみを

見るときに涙を流す。

マリアの涙は、人間の苦しみに対して無感覚にならない母の姿として黙想することができる。

涙は必ずしも人を恐れへ導くものではない。涙は人をいつくしみへ導くこともできる。

涙が人を祈り、回心、愛、そして隣人の苦しみへの配慮へと導くなら、それは観想への道となる。

6. 罪と人間の責任についての警告

1973年10月13日に報告されたメッセージは、罪、苦しみ、そして人間が回心しない場合の結果について語っ

ている。

このようなメッセージは慎重に読まなければならない。秋田を、将来の災害を予言するための暦のように扱

うべきではない。

霊的な警告は、恐れのうちに生きるよう促すものではない。その中心的な呼びかけは回心である。
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回心は災害を待つ必要はない。回心は今日の呼びかけである。

人間は、自由、権力、知識、テクノロジー、財産、そして隣人との関係をどのように用いているかを見つめ

る必要がある。

7. ロザリオ ̶ キリストを中心とする祈り

ロザリオは、秋田に関わる霊的生活において重要な位置を占めている。

しかし、ロザリオはキリストをマリアに置き換えるものではない。ロザリオにおいて、信者はマリアととも

にキリストの生涯の神秘を黙想する。

カナでマリアは言われた。

「この人が何か言いつけたら、そのとおりにしてください。」³

マリアは最終目的ではない。マリアは人々をイエスへと指し示す。真のマリアへの祈りは、常にキリストを

中心としている。

8. 秋田とファティマ

秋田は、特に回心、祈り、償い、ロザリオ、そして世界の状況への関心という霊的主題にいくつかの類似点

があるため、ファティマと比較されることが多い。

しかし、秋田とファティマは同じ出来事ではない。ファティマは20世紀初頭のポルトガルで起こり、秋田は

20世紀後半の日本で起きた。

両者は歴史的、文化的、司牧的な背景が異なる。比較は慎重に行う必要がある。

9. 新潟教区長の認可

調査と識別を経て、新潟教区のジョン・庄次郎・伊藤司教は、1984年4月22日に司牧書簡を発表した。

その書簡において、秋田に関係する出来事の超自然的性格が司牧的に認められ、教区内でそれに関係する崇

敬が許可された。

この認可は、秋田を新たな公的啓示とするものではない。カトリック信仰は、秋田を受け入れるかどうかに

依存していない。

中心におられるのは、今もキリストである。聖書、聖伝、秘跡、そして教会の教えが、信仰生活の基礎であ

る。

10. 教会の母としてのマリア

マリアはキリストとの関係において、教会の生活の中で特別な位置を占めている。マリアは人性におけるイ

エスの母であり、信者にとって信仰の模範である。

マリアは信仰の旅路の最終目的ではない。マリアは人間をキリストへと導く。

カナでマリアは言われた。

「この人が何か言いつけたら、そのとおりにしてください。」⁴

マリアは、みことばに従う道を示している。中心におられるのはキリストである。
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11. 秋田とエウカリスチア

秋田の出来事に関係する共同体は、エウカリスチアと深い結びつきを持っている。

これは、霊的生活がキリストから切り離せないことを思い起こさせる。エウカリスチアは教会生活の中心で

ある。

特別な体験が、最も基本的なものに取って代わってはならない。大切なのは現象ではなく、キリストである。

エウカリスチアにおいて、キリストは現存し、ご自身を与えてくださる。キリストは人間を、愛と自己奉献

のいのちへと招いておられる。

12. 沈黙の道としての秋田

沈黙は、秋田を読み解くための大切な扉の一つである。

現代人はしばしば沈黙を恐れる。すべての声が止むと、人間は自分自身の声を聞き始める。

詩編は語る。

「静まって、わたしこそ神であることを知れ。」⁵

沈黙は空虚ではない。沈黙は臨在の場である。

沈黙のうちに、人間は聞くことを学ぶ。聞くことによって、認識することを学ぶ。認識することによって、

回心することができる。

騒音 → 沈黙 → 祈り → 回心 → 愛 → キリスト

13. 秋田は何よりも恐怖についての出来事ではない

秋田は時に、恐怖を呼び起こす言葉で語られる。しかし、福音の光に照らせば、その中心は恐怖ではない。

罪についての警告は、人間を回心へ導くことを目的としている。

災害を待って回心するのではない。今、回心しなさい。

今日の回心は、明日何が起こるかを知ろうとすることよりも、はるかに大切である。

14. 現代世界のための秋田

秋田は、現代世界の文脈の中で改めて黙想することができる。

人間は、ますます速くなる世界に生きている。テクノロジーは発展し、情報は増え、コミュニケーションは

容易になった。しかし、その進歩が自動的に内面の深さを生み出すわけではない。

人間は多くの人と同時に連絡を取りながら、なお孤独を感じることがある。多くのことを知りながら、知恵

を失うこともある。

だからこそ、秋田からの問いかけは今も意味を持つ。私たちは今も祈っているだろうか。家族で共に祈る時

間があるだろうか。静まり、耳を傾けることができるだろうか。回心する勇気があるだろうか。隣人の苦し

みに敏感でいられるだろうか。

そして何よりも、私たちの人生は今もキリストへと向けられているだろうか。
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15. 秋田の最も深い意味

この黙想全体を要約するなら、秋田は次のような素朴な招きとして読むことができる。

耳を傾けなさい。

回心しなさい。

祈りなさい。

愛のうちに犠牲をささげなさい。

キリストに立ち帰りなさい。

涙は苦しみを思い起こさせる。メッセージは聞くよう招く。ロザリオは祈りを教える。償いは責任を思い起

こさせる。エウカリスチアは人間をキリストへ導く。沈黙はみことばのために場を開く。

涙 → 祈り → 沈黙 → みことば → 回心 → いのち → キリスト

16. マリアの生涯における観想的な側面

16.1 マリア ̶ 耳を傾ける女性

観想は、耳を傾ける能力から始まる。

マリアは心を開いて神のことばを受け入れた。

「わたしは主のはしためです。お言葉どおり、この身に成りますように。」⁶

マリアは、すべての答えを知ってから歩み始めたのではない。耳を傾け、受け入れ、自分をゆだねた。

16.2 マリア ̶ 神秘を心に納める

福音は、マリアがすべての体験を急いで説明しようとはしなかった人として描いている。

「マリアはこれらの出来事をすべて心に納めて、思い巡らしていた。」⁷

心に納めておくべき体験がある。黙想すべき神秘がある。すべての問いに、すぐ答えが与えられる必要はな

い。

16.3 マリアと沈黙

ナザレは沈黙の場である。そこでマリアはみことばを受け入れ、みことばは肉となった。

マリアは、沈黙とは何もしないことではないと教える。沈黙とは、神が働くことのできる場を開くことであ

る。

16.4 十字架のもとに立つマリア

マリアの最も深い姿の一つは、十字架のもとに立つ姿である。

「イエスの十字架のそばには、その母が立っていた。」⁸

マリアは御子の苦しみを取り除くことはできなかった。しかし、そこにとどまり、立ち続け、離れなかった。

私たちには変えることのできない苦しみがある。まだ答えのない問いがある。ただ寄り添うことしかできな

い十字架がある。

マリアは、愛とは時に、その場にとどまり続けることだと教えている。

16.5 沈黙からみことばへ
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マリアの生涯は、一つの動きとして黙想することができる。

聞く → 心に納める → 思い巡らす → 受け入れる → なる → 与える

真の観想は、内的な体験にとどまらない。観想は生き方を生み出す。

16.6 マリアと秋田

秋田は、マリアの心の姿に照らして読むことができる。マリアは耳を傾け、神秘を心に納め、思い巡らし、

従い、祈り、愛のうちにとどまった。

秋田の物語における涙は、苦しみを見るようにとの招きとして黙想できる。沈黙は人間に耳を傾けるよう促

す。従順は応答するよう促す。十字架は愛のうちにとどまることを教える。

16.7 観想の師としてのマリア

マリアは人間に次のことを教える。

空虚にならずに静まること。

急がずに耳を傾けること。

支配しようとせずに受け入れること。

答えを無理に求めずに思い巡らすこと。

十字架を見捨てずに愛すること。

「わたしは主のはしためです。お言葉どおり、この身に成りますように。」⁹

観想は単なる祈りの技法ではない。観想とは、神の前で生きるあり方である。

17. 結び

秋田の聖母は、奇妙で、恐ろしく、あるいは驚くべき何かについての物語として、何よりも見る必要はない。

秋田は、信仰生活の最も基本的なことへ立ち帰る招きとして読むことができる。

立ち止まりなさい。

静まりなさい。

耳を傾けなさい。

回心しなさい。

祈りなさい。

キリストに立ち帰りなさい。

秋田は、人間に未来を恐れることを第一に求めてはいない。今日、自分の心を見つめるよう招いている。

涙は人をいつくしみへ導く。いつくしみは人を祈りへ導く。祈りは人を沈黙へ導く。沈黙はみことばのため

に場を開く。みことばは回心へ招く。回心は新しいいのちを生み出す。そして新しいいのちは、人間を再び

キリストへ導く。

マリアは苦しむ人々とともに立つ。マリアは、耳を傾け、神秘を心に納め、十字架のもとに立ち、御子を指

し示すことを教える。

中心におられるのはキリストである。

立ち止まりなさい。静まりなさい。耳を傾けなさい。キリストに立ち帰りなさい。

Per Mariam ad Iesum. ̶ マリアを通してイエスへ。
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秋田の聖母の写真

MARU 810 個人撮影の記録写真。

脚注

1. マルコによる福音書 4章9節。聞く耳を持つ者へのイエスの呼びかけ。

2. マルコによる福音書 1章15節。回心し、福音を信じるようにとのイエスの呼びかけ。

3. ヨハネによる福音書 2章5節。カナで人々をイエスへと導くマリアの言葉。

4. ヨハネによる福音書 2章5節。イエスの言葉に従うよう指し示すマリア。

5. 詩編 46編10節。翻訳によっては46編11節と表記される。

6. ルカによる福音書 1章38節。天使に対するマリアの答え。

7. ルカによる福音書 2章19節。イエスの誕生の出来事を心に納め、思い巡らすマリア。

8. ヨハネによる福音書 19章25節。イエスの十字架のそばに立つマリア。

9. ルカによる福音書 1章38節。神のみ旨へのマリアの自己奉献。

参考資料

聖書。特にマルコ、ルカ、ヨハネ、および詩編。

カトリック教会のカテキズム。特に神の啓示、信仰、マリア、祈り、秘跡に関する箇所。

秋田の聖母、アグネス・笹川カツ子修道女、聖体奉仕会、新潟教区に関する公開資料。

ジョン・庄次郎・伊藤司教『司牧書簡』新潟教区、1984年4月22日。

日本のカトリック霊性および秋田のマリア信心に関する文献・記録。



